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＜連絡事項＞
・6/26（日）から水分補給として麦茶対応開始しています。栄養に依頼し2袋/月、病棟使用可となっています。
＜患者様連絡事項＞
・藤村　翔　様～外泊中の連絡はありません。本日16:30帰院予定。
・田中　文男様～IFオーダー不穏時　リスパダール内用液　1ml　10回分処方。

＜週間予定＞
6/27（月）　16：30藤村　翔様　　外泊から帰院

6/28（火）　15：30滝田　英人様　モニター面会（成年後見人　百武）
　　　　　　14：00～16：00　赤間　健太様　外出（支払い　スタッフ付添）
6/29（水）　9：15～15：00　三浦　みよ子様　青山荘日中体験
　　　　　　10：00　長谷川　陽一様　外泊訓練
6/30（木）　14：00　赤間　健太様　モニター面会
　　　　　　15：30　藤村　翔様　　モニター面会
　　　　　　16：00　長谷川陽一様　外泊から帰院
7/2（土）　10：00　寺地　光幸様　外泊訓練
7/3（日）　16：00　寺地　光幸様　外泊から帰院
＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～行動と発言にまとまりを欠く状態持続しているが、疎通性は保たれており介入時の易怒性なし。
・滝田　英人様～小声での独語は聞かれるが、日課への支障なし。スタッフ対応も穏やか。
・泉山　紀子様～昨日は、痙攣様発作なく過ごしている。
今朝、朝食時レストランにて椅子から座っている状態で、床に倒れ込む状態。疎通は良好だが、全身の振戦みられ脱力あり。10分程で自力歩行可能となり、スタッフ付添で病棟へ戻り食事摂取している。痙攣時、バイタル測定実施。144/77mmHg、末梢の冷感見られるがチアノーゼなし。過去に骨折した経緯や、手術部位の疼痛訴えを繰り返し多弁。倒れ込んだ際にも意識は清明。朝食摂取後には他者交流見られプログラムへも参加しているが、やや多弁。

・高田　マキ様～土曜日朝より右下腿の発赤・熱感出現。日課への支障なし。カロナール（200）3T、セフジトレン（100）3T　3×ndE　4日分処方あり、服用にて経過観察中。
　　　　　　　　右下腿の腫脹・熱感・発赤は軽減傾向見られ、疼痛も軽減していると話している。バイタルサインは異常なく日課・プログラムへの支障なし。服薬に対して「人によって効かないんだよ」と否定的な発言はあるが、拒薬なし。
＜グループミーティング・評価検討＞
・6月の内容「最近のニュース」
新聞やニュースの内容を報告があり、ウクライナ情勢や給付金詐欺について話題が出ている。
・7月の内容「集団生活のルール」
　　病棟内のルールの再確認
　　他者への不満が出て来るようであれば、新たに対応について検討

＜菅野Ｄｒ診察＞
・長谷川　陽一様～睡眠・食事状況は良好。外泊訓練を繰り返し、落ち着いて過ごす事が出来ていれば退院について進めて行く事を説明している。
・滝田　英人様～ロナセンテープについては「なんていうか分からないが、あまりやれば出血と呼吸困難になる。便が出にくくて苦しくなる。」と訴える。貼布薬に対しての拒否は継続している事から、内服薬の変更を行っていく事を説明には了承しているが、「いつまでですか？」と確認。期限は伝えない事を説明している。6/29夕から　リスパダールOD6㎎→8㎎へ増量。
・出河　攻様～日曜日に入れ歯が割れた為、上下作り直すと報告。アローゼン服用後から排便が安定している為、センノシドを止めて欲しいと訴えあり。7/6の定期よりセンノシド2錠除剤。
・上村　みわ様～困っている事は特に無いと話す。足腰の痛みが早く治ってほしいと訴えあり。食事は主菜か副菜のどちらかを残していると話す。
・中川原　義雄様～胃痛の訴えがあり、連日頓服使用している。本人からも胃薬処方の希望あり。現在ロキソプロフェンNa2錠服用しているが、身体疼痛の訴えはない。胃への負担軽減の為、7/6の定期薬からロキソプロフェンNa除剤。フェルビナクスチック1本処方。
